
「嶋谷市左衛門」小笠原諸島巡検 350 周年記念事業 

◎嶋谷はどんな経路で無人島（小笠原の島々）までやってきたの？ 

 

今月は、嶋谷が実際にどのような経路で無人島（小笠原の島々）にやってきたかについて紹介します。 

嶋谷が書いた「無人島へ乗渡覚書」によると、１６７５年（延宝 3 年）閏 4 月 5 日に下田を出発。4

月 7 日に八丈島入港。4 月 9 日に八丈島を出発し、4 月 11 日には現在の鳥島のあたりに到着していま

す。それから 17 日間に渡って航行を続け、４月 29 日にやっと巡検の命を受けた無人島を発見し、5 月

1 日上陸しました。その後、現在の父島、母島など主な島々を巡検し、6 月 5 日に現地を出発。12 日、

無事、伊豆下田に着船しました。 

嶋谷たちがたどった無人島までの経路を示した図（注１）は、昨年、滋賀県東近江市にある西堀榮三

郎記念探検の殿堂で開催された嶋谷市左衛門の特別展示で紹介されたものです。その展示の説明文には、

「嶋谷たちは、『無人島は八丈島の南東にある』という遭難者の証言のもとに、まず緯度を測りながら南

に進み、このあたりだろうかと見当をつけて東へ進み、島が見つからなければ戻って方角を変えたり、

さらに南に進んだり、というやり方で島を探しました。はじめは細かく方角を変えていましたが、15 日

目からは、ひたすらに南下してから東に向かっています。

嶋谷のこの思い切った指示で無人島にたどり着くことが

できたのです。現代では南北を表す緯度と東西を表す経度

が交わる点を目的の場所として説明できます。しかし江戸

時代の天測では南北の位置を知ることしかできませんで

した。そもそも無人島の正確な位置を知る人はいなかった

ので、限られた手段での巡検は大変なものでした。」と紹

介しています。 

経路図を見ても、どれほど大変な航海であったかが想像

できますね。地図もなく、緯度の測定と磁石を頼りに広い

太平洋をさまようことは命を落とす危険と背中合わせに

あり、船頭である嶋谷の的確な判断力と乗組員への統率力

が素晴らしかったのではないかと思います。 

9 月号では、9 月に島民の皆さん向けに実施する講演会

についてお知らせします。 

 

（注 1）図は嶋谷が書いた「嶋谷市左衛門無人島へ乗渡覚書（小笠原島紀事 26 巻）」をもとに、西堀榮 

三郎記念探検の殿堂で作図したものです。なお、一部は省略しています。 
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●問合せ先 

小笠原村教育委員会  ２－３１１７ 

 

 


